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項 目 要  約 

１．研究の概要 福島第一原子力発電所の廃止措置の着実な推進を考えた場合、様々な課題

が存在するが、とりわけ40 年にわたり廃止措置を安全かつ継続的に進める

ためには、経年的に劣化が進む構造材料の腐食が重要である。しかしながら、

腐食反応を律速する環境要因に関しては、現状十分にデータが得られている

訳ではなく、また、作業の進展に伴い時々刻々と変化し得る。そのために、

想定される範囲を充分に包含した環境条件でのラジオリシスデータ及び腐

食影響データをデータベース化し、腐食速度予測解析コード整備につなげる

ことを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）放射線環境下での腐食データ取得と放射線分解水質による腐食影響の

収集・整理 

２）複雑な流路環境における配管や構造材料の腐食現象の推定と評価試験

法の調査 

２．総合評価 
Ａ

・水化学の分野では、高温高圧の放射線環境下における腐食研究は長く実施

されていているが、室温に近い状態での放射線環境下のデータは少なく、

実験から貴重な知見を得ており、文献値と比較しつつデータベース化をし

ていること、それらに基づいて今後の課題、方向性を明確にしていること

が評価できる。

・当初の目的に加え、ラジオリシスが存在しても一般の腐食の考え方が適用

できると分かったことは有用であると考える。

・得られたデータベースが、コード計算に適用可能という点は実用性が高い

と考えられる。

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


